
令和７年度学校評価最終報告書 

学校名（  四季が丘小学校） 
評価計画 自己評価 学校運営協議会 

委員評価 

コメント 

 

改善方策 中期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 

８月 
最終 

２月 
達成度 評価 結果と課題の分析 

＜確かな学力＞ 
・「主体的対話的で
深い学び」の実践 
 
 
・「学びに向かう姿
勢」「自己有用感」
の育成 

・基礎・基本の
徹底と学習意
欲の向上 

・基礎・基本の問題
の繰り返し学習 
・めあて，まとめ，
評価の一体化 

・学力定着状況調査 全国平
均以上 

+2以上 ― ＋0.7 35％ D 

廿日市市学力定着状況調査では，全国

平均と比較し，国語科で－0.15，算数

科で＋1.6であった。 

国語科では，基礎の部分で全国平均を

下回る学年が多く，言葉を正しく捉え

ていないため，正確に文章を読み取っ

たり記述したりすることに課題があ

ると考える。 

算数科では，今年度の取り組みの成果

で，図形領域の伸びが見られた。特に，

低中学年が力を付けており，算数用語

の理解や作図などに重点的に取り組

んだ成果と捉えている。 

全体的に落ち着い
て学習に向かって
いる。なぜそう思っ
たのかなどを自分
の言葉で説明でき
るアウトプットが
できる児童を育成
していってもらい
たい。国語辞典を引
いたり，読書をし
て，その感想を伝え
あうなどしたりし
て，基礎学力の定着
を図ってもらいた
い。 

国語科では，ＩＣＴを有効活用し，言語

や漢字の定着を図るなど語彙力を高める

取り組みを行う。また，校内で読書の推

進を図り，児童がより多くの文章に触れ

る機会を増やしていく。 

算数科では，縦の系統を意識しながら指

導を行い，計算力を付けることや算数用

語の理解の徹底に努める。低学年では，

具体物の操作を積極的に取り入れてい

く。 

両教科とも，フォローアップタイムなど

で全学年の復習を取り入れるなど，基礎

学力の定着を図る。 

◎学びに向か
う姿勢の育成 
 
・特別教育の視

点を効果的に活

用した授業づく

り 

 

・「学びに向かう姿勢」

を育む算数科の授業改

善 

 

・主体的な学びを伸
ばす個別最適な学び
の場の工夫 
 
 
・授業研究の充実 

・「算数科の学習をもっと続け

てやってみたいと思う」児童の

割合 

 
 
・「課題の解決に向けて，自
分で考え，自分から取り組
む」児童の割合 
【小中共通項目】 
 
・「算数科の指導で見通しをも

たせて行うことができた」教師

の割合 

85％ 

 

 

 

 

85％ 

 

 

 

 

 

85％ 

 

72％ 

 

 

 

 

88％ 

 

 

 

 

 

93％ 

71％ 
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118% 
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「算数科の学習をもっと続けてやっ
てみたいと思う」児童の割合は，中間
を1%下回った。２学期は，「児童も教
師もわくわくする」授業づくりを行う
ために，校内研修でわくわくする単元
計画を設定し，自己選択・自己決定の
場の設定の仕方について学び，授業を
行った。ただ，２学期末には，学期末
ということもあり，単元を終わらせる
ために教師主導で授業を進めてしま
い，児童に自己決定・自己選択をさせ
る機会や見通しを十分に持たせるこ
とが出来ない授業が増えたことが，数
値が減少した原因だと考える。 
「課題の解決に向けて，自分で考え，
自分から取り組む」児童の割合は目標
値を達成した。単元計画をもとに見通
しをもたせ，自己選択の場を設定した
ことが，児童の安心につながると共
に，児童の意欲を高めたと考える。教
師側も見通しを持たせられたと実感
しているので，今後は，「わくわくす
る授業づくり」に向けて，更なる授業
改善が必要である。 

算数を好きだとい
う児童を増やすた
めに，これからもワ
クワクする単元作
りを行ったり，生活
に根差した授業作
りを行ったりして
もらいたい。また，
特別支援教育の考
え方を生かし，単元
計画の提示や時間
の構造化・黒板の色
チョークの使い方
などの工夫を常に
行い，児童に安心感
を与え，楽しい授業
作りに繋げていっ
て欲しい。どの学級
でも当たり前に行
われるようになる
必要がある。 
また，正解を求める
だけでなく，児童同
士の交流の中で具
体的に自分が説明
することで，誤った
認識を正していく
ように指導をして
いって欲しい。 

算数科における主体的な態度を育てるた
め，生活経験に根差した課題や児童の興
味関心に基づいて「児童も教師もわくわ
くする」授業の単元名や単元設定を引き
続き行う。単元の中でどのように自己選
択・自己決定を行うか等を計画に織り込
み，定期的に教員間で簡単な授業実践の
交流を行い，研究の風土を高めていく。 
 また，安心して学習できる環境を作るた
め，単元の始めに児童と単元計画を共有
し，児童に見通しをもたせる。さらに，
ＩＣＴを活用して他者参照できるように
したり，話し合い活動で意見交流する機
会を取り入れたりするなどして，協働的
な学びとしていく。 
 児童の基礎学力の定着を図るために，
教師が算数用語を正しく使い系統的に指
導していくことや，低学年のうちから具
体物操作をしっかりと行い，イメージ化
を図ることで，児童の見方考え方の育成
をする。また，既習事項を掲示すること
で，何をどのように使って解決するのか
を児童に意識させるようにしていくと共
に，スモールステップで「わかった」「で
きた」の体験を積み重ね，児童の自信に
つなげていく。 



評価計画 自己評価 学校運営協議会 

委員評価 

コメント 

 

改善方策 中期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 

８月 

最終 

２月 
達成度 評価 結果と課題の分析 

＜豊かな心＞ 
・自他のよさを認
め合い，友達と協
働しながら，共に
高まり合う児童の
育成 
・自己有用感の涵
養 

・規範，規律，
礼儀の徹底 

・四季小三大名人（挨
拶，靴そろえ，右側
歩行）の指導と評価
の徹底 
・月に 1度のあいさ
つ運動の実施 

・「自分から進んであいさつ
ができる」肯定的評価の児
童の割合 

90％ 87% 88％ 98% B 

あいさつの肯定的評価は，88％で目標
値を下回った。あいさつ名人の表彰
は，児童にとって意欲付けにはなって
おり，その結果進んであいさつをする
児童層が維持されていると考える。放
課後には，６年生による「さよならあ
いさつ運動」を行ったり，6年生が主
体となって四季っ子三大名人の動画
をとったりして活動を行った。 
あいさつができない児童について，今
後，学級を巻き込んでのあいさつ運動
を行うなど更なる取組が必要である。 

気持ちのよい挨拶
の指導は，まずは型
を教え，心の挨拶へ
と繋がる。挨拶を自
分からする児童と，
されたら返す児童
に分かれている。知
らない人に挨拶を
するのは，今の時代
抵抗があるのだろ
う，大人が自ら挨拶
をし，子ども達の規
範となるようにし
ていきたい。 

運営委員会や６年生を中心に，動画で良
いあいさつのモデルを示したり，各学級
を巻き込んだあいさつ運動を行ったり
するなど，進んであいさつをしようとす
る児童の気持ちを育てていく。 
あいさつ名人の表彰は引き続き行うこ
とで，児童の意欲向上につなげていく。 

◎自他のよさ
を認め合う仲
間づくり 

・児童の自治的活動
の充実 
・学級や縦割り班で
の良いところ見付け
の実施 

・「自分はクラスの人や友だ
ちの役に立っている」肯定
的評価の児童の割合【小中
共通項目】 

 

85％ 

 

78％ 

 

 

78％ 

 

 

92％ B 

自己有用感の肯定的評価の数値は，
78％と目標値を下回った。 
運動会や学習発表会では，ペア学年の
よいところを伝える機会を設けた。ま
た，学級での「よいところみつけ」，
運営委員主催の校内探検ツアーを縦
割り班で回る取組を行った。今後は人
の役に立つとはどんな行動か当番活
動等を例に児童に伝えていく必要が
ある。 

係活動や掃除など。
皆のために自分が
役立っているのに，
数値が低いのは，自
分が頑張ったこと
が言語化できてい
ないからだと思わ
れる。教師や友達と
の相互評価と共に
自分の頑張りを振
り返らせる機会を
作ってほしい。 

学級で児童が役割を果たした場面を認
めたり，よいところ見つけを一定期間行
ったりする等，学校全体で取り組んでい
くことで，自己有用感の向上につなげて
いく。また，教職員が児童の良いところ
や頑張りを認め，「ありがとう」の気持
ちを伝える取組を継続的に行う。 

＜健やかな体＞ 
・基礎体力の向上
と基本的な生活習
慣の確立 

◎基礎体力の
向上 

・体力テストの分析
と体育科授業の質の
向上 

・春と秋の握力の比較，伸
びた児童の割合 
 
 
 
 
・「運動をするのが楽しい」
肯定的評価の児童の割合 

80％ 

 

 

 

 

 

80％ 

 

69％ 

 

 

 

 

 

89％ 

58％ 

 

 

 

 

 

91％ 

72％ 

 

 

 

 

 

107% 

C 

 

 

 

 

A 

「運動するのが楽しい」と感じている
児童の割合が９割を超えている。体育
科の授業で，児童が楽しく体を動かす
ことに加えて，多様な“できる”を保
証した授業づくりをしていることが
この結果につながったと考える。ま
た，四季が丘小学校セットメニューを
作成し，単元内容につながる運動遊び
を授業の冒頭に取り入れられるよう
にした。 
 児童の縄跳びへの関心をもたせ握
力の向上につなげることをねらいと
した「長縄祭」を行った。多くの児童
が参加し，楽しく活動することができ
たが，握力向上にはつながらなかっ
た。 
 握力の結果が正しく測定できてい
ない可能性も考えられる。 

楽しみながら運動
を行う取組はとて
も良い。長縄祭など
の楽しい取組を
色々と企画してほ
しい。 
握力については，

最近は便利なグッ
ズがあるので，それ
らを活用して「握力
コーナー」を作った
り，握力を競うよう
な取組を考えたり
して，児童が楽しん
で活動を行えるよ
うにしていっても
らいたい。 

 体育科の授業では，楽しみながら，“で
きる”を保証する工夫を継続していく。
また，運動が苦手な児童にも運動の楽し
さを感じさせられるような工夫が必要。
運動学習を通じた友達との関わりに楽
しさを見出させる授業づくりを行って
いく。 
 握力の向上については，「握る・つか
む」動きを取り入れた授業を工夫すると
ともに，日常生活や家庭でも取り組める
指先運動を紹介していく必要がある。  
 握力の測定の仕方に関わらず，新体力
テスト種目の正しい測定の仕方を教職
員間で周知・徹底する必要がある。 



評価計画 自己評価 学校運営協議会 

委員評価 

コメント 

 

改善方策 中期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 

８月 

最終 

２月 
達成度 評価 結果と課題の分析 

＜信頼される学校＞ 
・働き方改革の推
進 

・業務改善を通
した学校組織
の活性化の推
進 

・行事，活動の見直
し，精選 

・子供と向き合う時間が確
保されていると感じる教師
の割合 
 

80％ 87％ 87％ 109% A 

放課後の連絡会の回数を減らし，校務
ＤＸ化を推進したことで放課後に教
材研究や成績処理等の時間を確保し
たことが成果である。学年で分担しな
がら授業準備を行ったり，過年度の資
料を活用し反省を生かしながら活動
を行ったりすることで時間を生み出
している。しかし，授業準備や校務分
掌等，様々なことを勤務時間内で行う
のは厳しい現実もある。 

小学校も中学校
もＤＸ化を行って
いる。子どもたちに
とって必要な行事
と，縮小したらよい
行事を見直し，先生
方が楽しく子ども
と向き合う時間の
確保をしていって
もらいたい。 

校務ＤＸ化により，情報の共有が行いや
すくなったことで，業務改善につながっ
ているので，さらにＩＣＴのよりよい使
い方を模索し，校務の効率化を図ってい
く。また，今年度の反省を生かし，必要
な行事と縮小したらよい行事等などを
考え，来年度の計画を立て，実行してい
く。 
信頼される学校の指標については再考
する。 

・コミュニティ・
スクールの推進 

・地域と共にあ
る学校づくり 

・地域学習の充実 
・地域と連携したふるさと
学習を全学年 1回以上行っ
た割合 

100% 

 

83％ 

 

100% 100% A 

約87%の児童が「地域や社会をよくす
るために何かをしてみたい」と肯定的
な回答をし，2.8％上昇している。全
学年において年間を通して計画的に
ふるさと学習を行ったことや，四季っ
子応援団の方々をはじめとする地域
の方が一緒になって活動してくださ
る姿から子どもたちが学んでいる成
果であると考える。四季っ子の地域の
一員としての自覚が芽生えてきてい
るので，今後も活動を継続していく。 

子どもたちが地
域のために何かを
したいと考えてく
れているのはとて
も嬉しい。地域と学
校が一体となって
地域を盛り上げる
ためにも地域イベ
ントなど，先生や児
童に積極的に参加
してもらいたい。 

来年度は，総合的な学習の時間のカリキ
ュラムを四季っ子応援団や市民センタ
ー等，関係機関と共有しながら，ふるさ
と学習の充実を図っていく。また，児童
が，地域の一員として，自分たちに出来
る事を考え，実行できる学習活動を仕組
んでいく。 

※ 計画書・中間報告書に上書きしてもよい。 

※ 参考資料があれば添付すること。 


